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要 約 

 

 2016 年度にデュロック種の系統造成が完了し系統豚として認定を受けたローズ D-1 は筋肉内脂肪含量

(IMF)が高いという特徴をもつ。本県では、ローズ D-1 を活用した銘柄豚「常陸の輝き」の生産に取り組ん

でいるが、常陸の輝きの生産促進と安定生産のためには、肉質に大きく影響する要因の一つであるローズ

D-1 の能力の高位平準化が必要である。そこで、遺伝子解析技術を用いて IMF 等に影響する遺伝子の候補

領域の探索を行った。 

 IMF を測定した結果、造成当初とほとんど変わらない能力を維持していることが確認されたが、個体差等

によるばらつきが認められた。IMF と一塩基多型(SNP)との関連を調査するために、ゲノムワイド関連解析

を実施したところ、統計学的に有意な SNP は検出されなかったが、データ数を増やすことで有効な SNP マ

ーカーを検出できる可能性が考えられる。 
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緒 言 

当所では筋肉内脂肪含量(IMF)に優れたデュロ

ック種系統豚「ローズ D-1」の造成を 2012 年度に

開始し、2016 年度に造成を完了、系統豚として認

定を受けた１）。また、本県では「ローズ D-1」を

活用した三元豚である「常陸の輝き」の生産に取

り組んでいる。2018 年には「ローズ D-1」維持の

ための施設としてブランド育成センターを設置

し、精液や育成豚を県内に広く供給している。 

常陸の輝きのさらなる生産振興のためには、高

品質な豚肉を安定的に供給することが求められ

る。しかしながら、ローズ D-1 を用いた三元豚の

IMF の分布を調査したところ IMF が 1.5～6.0％の

範囲に分布することが分かっており、系統豚であ

るローズ D-1 を用いても IMF にばらつきがあるこ

とが示唆された 2)。三元豚の品質には、雄系の品

質だけでなく、母系や飼養管理等の様々な要因が

関与するが、より高品質な豚肉を安定的に供給す

るためには、「ローズ D-1」の能力の高位平準化

が重要である。 

一方、近年では遺伝子技術を活用して優れた肉

質を持つ種豚の開発が行われており 3)、肉質に影

響する遺伝子の候補領域を特定することで、より

的確に肉質へ焦点を当てた改良が期待できる。 

そこで、本試験では優れた豚肉の生産促進と安

定生産のため､遺伝子解析を用いて IMF に関連す

る遺伝子の候補領域を特定し､「ローズ D-1」の IMF

の高位平準化を図ることを目的として調査を実

施した。 

 

材料および方法 

１ 試験豚 

 当所で造成し、維持しているデュロック種系統

豚「ローズ D-1」の種豚(雄 25 頭、雌 68 頭)およ

び肥育豚(雌 207 頭)を試験に供した。 

 

２ 方法 

1) 飼養方法 

 当所慣行の飼養管理に沿って、慣行飼料を給与

して育成した。 

 

2) 発育調査 

以下の項目を調査した。 

・30-105 kg における 1 日平均増体重(DG) 
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・105 kg 時の体尺値(体長、胸囲、管囲、体高、  

十字部高、前幅、胸幅、後幅、胸深) 

・超音波測定装置を用いた体長 1/2 部位の背脂 

肪厚およびロース芯面積の測定(105 kg 時)  

  

3) 肉質調査 

 肥育終了後（110kg～120kg）の試験豚を県内と

畜場でと畜後、左側のロース部位を分析材料とし

た。 

 分析試料としては、図１に示すとおりロースの

中心と中心から左右に 15cm の部分をサンプリン

グ部位とした。サンプルは厚さ 2cm で切り取り、

中心部を細断してミンチ状の試料を作成した。試

料は円筒ろ紙に 3ｇ程度秤量し、乾熱滅菌器で

125℃90 分加熱した。その後、デシケーター内で

放冷させた。 

 粗脂肪の分析は、自動式脂質抽出機（オートフ

ァテックス、(株)なかやま理化学製作所）により

ソックスレー抽出法に基づいて実施した。 

 
図１ ロース肉のサンプリング部位 

 

4) 一塩基多型(SNP)解析 

 SNP 解析は家畜改良事業団または東和科学に

委託し、SNP チップ（GGP PorcineHD または GGP 

Porcine 50K）を用いて SNP の検出を実施した。 

 

5) データ解析 

 検出された SNP マーカーのうち、分析に有用な

SNP について環境等の効果を補正後、ゲノムワイ

ド関連解析(GWAS)を行い、SNP と形質との関連を

調査した。 

 また、測定した IMF 値を用いて BLUP 法により

推定育種価を算出した。 

 

結果および考察 

1 肉質成績について 

 ローズ D-1 肥育豚の IMF の測定結果を表 1 に

示した。ローズ D-1 造成完了時の雌の IMF は平

均 4.24%であり、本試験とはサンプリング部位(5

か所採材し、部位単独または各部位混合で測定) 

2)や肥育期間中に産肉能力検定用飼料を給与し

ている点が異なるが、現在も造成当初とほとんど

変わらない能力を維持していることが確認され

た。しかし、IMF の最小値は 1.66%であり、IMF を

選抜形質の１つとして造成した系統豚であって

も個体差等によるばらつきが認められた。 

 

2 遺伝子解析結果について 

 SNP 解析は種豚 93 頭、肥育豚 207 頭、合わせ

て 300 個体実施し、分析に有用な SNP は 295 個

体の 36,861 個検出された。このうち、SNP デー

タおよび表形値の両方がそろった個体のデータ

を用いて解析を実施した。 

 IMF は 185 個体のデータを用いて解析したが、

統計学的に有意な SNPは検出されなかった(図 2)。 

 

図 2 IMF に関する GWAS の結果 

 

GWAS による SNP マーカーの検出は、データ数

および SNP の効果の大きさ、遺伝子型頻度に依存

することから、より多くのデータを分析する必要

がある。これまでも様々な品種の豚を用いて

GWAS による IMF と関連する SNP の調査が行われ

ており、本試験と同程度の規模で有効な SNP マー

カーを検出したという報告 4）がある一方、350 か

ら 1000 頭以上の解析を行った報告 5、 6、 7、 8）も

多い。そのため、本試験の検体数が十分ではなか

表 1 ローズ D-1 肥育豚の IMF 測定結果(％) 

平均   最小値 
 

最大値 

5.00±1.54  1.66 
 

10.82 

値は平均値±標準偏差で表した。(n=207) 
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った可能性が考えられる。また、ローズ D-1 は

IMF を改良目標の１つとして造成された系統豚

であることから、IMF に大きく影響し、少ない検

体数でも検出されるような SNP はすでに固定さ

れている可能性も否定できない。そのため、本試

験で実施した検体数では、ローズ D-1 の IMF に

有効な SNP を検出することはできなかったが、デ

ータ数を増やすことで有効な SNP マーカーを検

出できる可能性が考えられる。 

 また、IMF は背脂肪厚と正の相関、ロース芯面

積および体長、体高と負の相関がある 9、10)。その

ため、本試験では IMF のほかに、体尺値や背脂肪

厚、ロース芯面積と SNP との関連も併せて調査し

た。背脂肪厚では 19 および 20 番染色体、胸幅で

は 13 番染色体に有意な SNP が検出された (デー

タは示さず) 。しかし、それらの SNP はマイナー

アリル頻度が低く、遺伝子型毎の個体数に極端な

偏りがあったことから、偽陽性が疑われた。その

ほかの形質については有意な SNP は検出されず、

本試験では有効な SNP を見出すことはできなか

った。 

 本試験では、IMF を含め調査したすべての形質

について関連する SNP を確認することができな

かった。しかし、調査した IMF 値を用いて、BLUP

法により IMF の推定育種価を算出し、ローズ D-1

の交配や後継豚の選抜時の参考値として活用す

ることができた。 

 また、本試験ではデータ数の不足が課題として

挙げられたため、2023 年度からの新規試験「高

品質な常陸の輝き生産に向けた遺伝子解析技術

の開発に関する研究」で引き続き同様の調査を実

施し、本試験で蓄積したデータと併せて再解析す

ることを計画している。 
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